
 

 教育目標   

「やさしさいっぱい大麻泉の子」 

◎思いやりのある子 

◎進んで考える子 

◎明るく元気な子 

 

 

新聞掲載のよろこび：絵手紙 
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“交わす言葉”がやさしさを育てる 

校長 髙橋 恒雄  

「やさしさいっぱい大麻泉の子」を教育目標に掲げる本校ですが、その特色ある教育の１つに『ことばの教

育』を設定しています。仲間とあたたかな関係を結ぶのも、学習を深める対話も、世の中に起きていること

を読み取るにもすべて「ことば」が基礎となっています。 

 先日開催した「学習発表会」においても、 

『集団づくり・チームワークづくり』の過程では、 

“励まし“や“導き”のことばが飛び交い、 

『音楽発表・劇づくり』では、“自己表現”や 

“練り合い”のことばが交わされ、 

『他学年発表の鑑賞』に際しては、“評価”と 

“称賛”の声となりました。 

どの場面にも、「やさしいことば」がいっぱいに 

あふれる泉の子たちの健やかな成長を感じ、大変 

うれしく思います。 

この「やさしい語彙力」は短期間では養われま 

せん。日常の学習や生活で、また学校や家庭や地 

域で生きる中で培われます。「泉の子」たちが受 

け継ぐやさしい言葉の伝統に感謝します。 

▶  表現文化が花ひらく ～絵手紙・短歌・川柳・詩～                                          

紅葉が散り、校庭に“雪だるま”が出現する季節となりました。子どもたちも 

あたたかな室内で過ごす事も多くなってきました。じっくりと物事を見つめ、考え 

たことを、自分の言葉や筆で表現するのに適した季節です。 

そんな芸術の秋に、職員室には嬉しい知らせが続々と届いています。もはや恒例 

となった週末の文芸欄「絵手紙コーナー」で 6 年生が活躍を見せると、「どうしん 

川柳」には 5 年生・4 年生・3 年生が名を連ねており、北海道新聞さんからは、 

                         「泉小の皆さん、良い作品ぞろいですね。」 

             とお褒めの言葉をいただいております。 

 また、6 年生を中心に各種コンクールに応募してい 

た作品も次々と入賞の知らせが届いています。今年初 

めて取り組んだ『第 20 回北海道小・中・高生 短歌 

コンテスト』は、北海道立文学館が主催する歴史ある 

コンクールです。応募作品 5,658 首の中から、惜し 

くも 88 席の「入賞枠」は逃したものの、二次審査通 

過の作品が生まれた知らせがとどきました。浅沼さん 

は、昨年下半期のどうしん川柳「未来賞」に続く快挙 

となりました。この作品は、北海道立文学館ロビーに 

掲示(12/6～1/18)されるそうです。 

             表現分野で活躍する「泉の子」達に拍手を送ります。 

 

 
 

  
 

先輩のステージへ、愛のこもったメッセージ 

         3 年生から 5 年生へ     
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重点目標：夢の実現に向け、行動する子どもの育成 ～教職員がいきいき、子どもがいきいき、地域と共にある学校～ 
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